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新 理 事 長 に 田 村 氏 を 選 出 ！ 
 
 去る５月２４日の大会及び理事会において、２００２年（平成１４年）に就

任以来６年に亘って育英友の会のリーダーとして活動してこられた曽我部國久

理事長が退任、同氏に代わる育英友の会の新しい理事長として、北信越地区（富

山県）在住の田村規千代（たむら のりちよ）氏が選出されました 
 
 
 ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ 
 
 
 
  就 任 の ご 挨 拶 
 
はじめに 
 育英友の会会員の皆様方には、日々意欲的に友の会

活動を推進されますことに敬意を表します。 
 
 この度、思いがけず理事長に選任していただき、そ

の職責の重さを痛感している次第であります。今後は

微力ではありますが、会員各位のご協力のもと友の会

活動の推進に邁進する所存であります。 
 さて、創立５０周年を過ぎました育英友の会は、皆様方ご存知の通り、今後

の活動の在り方や財務の健全化、活動スタッフの確保等課題が山積みしており

ます。 
 これらの課題のひとつひとつについて、会員各位のご意見を踏まえ、その方

向性を明らかにすると共に、新しい明日を切り拓いていくことが使命と感じて

いるところであります。 
 
終わりに、 
 会員各位の今後益々のご活躍を期待すると共に、ご指導ご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。 
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留学生・奨学生地域交流集会を開催！ 
 

日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）の奨学金受給者を中心とする日本人学生と外国人留学生との交流の場

としての「留学生・奨学生地域交流集会」を日本学生支援機構と共催で、今年も全国６箇所で開催しまし

た。 

 

学生の参加者は留学生１８６名、日本人学生１８４名、計３７０名の学生が参加し、各地区各々のプロ

グラムにしたがった各種活動に参加し、交流を深めました。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北海道・東北地区
日　程； 8/15（金）～8/17（日）
会　場； 秋田県立保呂羽山少年自然の家
参加者； 留学２０人　日本人学生３２人 計５２人

関東地区
日　程； 8/16（土）～8/18（月）
会　場； 国立赤城青少年交流の家
参加者； 留学生３８人 日本人学生５２人　計９０人

東海・北信越地区
日　程； 8/9（土）～8/11（月）
会　場； 愛知県美浜少年自然の家
参加者； 留学生２２人　日本人学生２４人 計４６人

近畿地区
日　程； 8/15（金）～8/17（日）
会　場； 国立淡路青少年交流の家
参加者； 留学生５１人 日本人学生３８人 計８９人

九州地区
日　程； 8/30（土）～9/1（月）
会　場； 国立阿蘇青少年交流の家
参加者； 留学生２３人 日本人学生２０人 計４３人

 所感 
      九州地区開催委員長 門野修一 
 
 参加学生 43 名、来賓 2 名を迎え、無事に全

日程を終了した。当日はやや不安定な天候で

あったが、室内レク、野外活動など精力的に、

かつ安全に配慮しつつ予定どおり終了した。な

かでもメイン行事の分科会別討論会では、参加

学生それぞれの文化的背景の違いがよい方向に

作用し、有意義な討論を行うことができた。 

（左からつづく） 
 
 レク活動の中では、参加学生全員で俳句制作

に挑戦し、中には相当な傑作が生まれていた。

またユネスコ協会「世界寺子屋運動」の提唱す

る「書き損じハガキで募金運動」を呼びかけ、

社会的なボランティア精神の醸成も試みた。 
 準備段階から日本学生支援機構及び同機構大

分事務所に多大なるご指導・ご協力をいただき、

衷心より深く感謝申し上げる次第です。 

中国・四国地区
日　程； 8/22（金）～8/24（日）
会　場； 岡山県青少年教育センター閑谷学校
参加者； 留学生３２人　日本人学生１８人 計５０人
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 このページでは、地域交流集会参加者の感想文とスナップ写真をピックアップしてご紹介します。

ただし紙面の都合上、一部編集（短縮）させていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
育英友の会会員証（うら） 
 

ありがとうございました 
   Ｉさん（九州地区参加。日本人学生） 
 
 私が今回この交流会に参加した理由は、大学最

後の夏休みに新しいことに挑戦し、最高の思い出

を作りたいと思ったからです。けれど開催日が近

づくにつれて、正直行きたくないと思ってしまい

ました。何故かというと私は大学 4 年生で進路に

ついて深く悩みすぎて、人に会うのも億劫になっ

ていたからです。でも、二泊三日を終えた今は、

参加して本当によかったと思っています。 
 筋肉痛になるほど運動したり、熱く皆で語り

合ったりして、本当に楽しくて充実した時間を過

ごせました。そして「幸せ」を心から感じました。

人はお金では買うことのできない出会いや様々な

体験を通して、自分を見つめなおすことが出来る

のではないかと思いました。今後もこの経験を糧

にして新しいことに挑戦し、新しい自分と出会っ

ていきたいなと思いました。 
 最後に、私達のために準備して下さったり、た

くさん笑わせたりしてくださった開催委員の皆さ

ん、本当にありがとうございました。私も誰かの

「幸せ」のために行動できる社会人になりたいと

皆さんの姿を見て思いました。 

感想文 
   Ｒさん（東海北信越地区参加。留学生） 
 
 私は以前から国際交流に興味があって、滋賀県

のいろんな交流会に参加しました。でも、今回み

たいな合宿ははじめてです。たった 3 日間の間、

多くの人と知り合うことができ、様々な人と意見

交換することができ、たくさんの友達ができて、

本当に良かったと思います。一言で言うと「最高」

でした。 
 すごく印象に残っていたのは海のピクニックで

す。私は中国の内陸に住んでいますから、海を見

るのは夢でした。二日目、夢が実現することがで

き、海は想像以上にきれいでした。まだ名前を覚

えていない仲間たちと一緒に走ったり、笑ったり

し存分に楽しんでいました。このため、以下の詩

の誕生することができました。 
 
涼しい海風を受け、波は静かで、はしれ！はしれ！ 
真夏の太陽に負けないように！ 
 
 私は、現在大学院 2 回生で、大学生活の最後で

すが、この地域交流集会を通じで、国境を越えて

世界の人々と友達になって、仲良くなりました。

自分にとっては視野を広げることができて、非常

に貴重な経験だったと思います。次回、もし参加

することができれば、また参加したいと思います。 
 

↑ 近畿地区でのスナップ   北海道東北地区 → 

　この会員証は，2009年３月末まで有効です。

　ただし次年度会費の納入を継続される場合に限り，

この有効期限は次年度の会員証が発行されるまで

（新しい会員証がお手元に届くまで）となります。

育英友の会

 右側の部分は、会員証の裏面

になります。次ページの会員証

（表面）に各自お名前をご記入

のうえ、切り取って保管してく

ださい。 
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大 会 報 告 
２００８年５月２４日（土）～２５日（日）、日本学生支援機構市ヶ谷事務所において大会が開催されま

した 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

育英友の会会員証（おもて） 
 
 左の四角く囲った部分が育英友の

会の会員証になります。 
 会員各自で氏名をご記入のうえ、切

り取って保管してください。 
 有効期限等については、裏面に記載

されております。 

2007 年度活動報告 
１．総務関係 

(1) 大会・理事会を開催 
(2) 大会・理事会の議事要録を作成 
(3) 年会費自動引き落し制度を導入 

２．事業関係 
(1) 留学生・奨学生交流集会を開催 

３．広報関係 
(1) 会報及び支部報の発行、送付 
(2) 育英友の会ホームページの管理 

４．財務関係 
(1) 2007 年度決算報告 

2008 年度活動計画 
１．総務関係 

(1) 正副理事長等役員の人事について 
(2) 大会・理事会の開催について 

２．事業関係 
(1) 留学生・奨学生地域交流集会の実施 

３．広報関係 
(1) 年会費振込用紙の作成、送付  
(2) 会報及び支部報の発行 
(3) 友の会独自ドメインの活用方策について 

４．財務関係 
・ 2008 年度予算案  

友の会への問い合わせ  
 育英友の会事務局には、常駐する

関係者がおりません。申し訳ござい

ませんが、お問い合わせなどは、下

記までメールでお願いします。 
 
inquiry@ikueitomonokai.jp 

友の会あてメールへのお願い  
 育英友の会あてに、日本学生支援機構の-奨学金についての

相談、問い合わせのメールをいただくことがあります。 
 申し訳ございませんが育英友の会は、日本学生支援機構とは

別の団体です。 
 奨学金に関する問い合わせは日本学生支援機構の奨学事業

相談センター（0570-03-7240）へ直接お問い合わせください。 
 育英友の会からの回答は御容赦願います。 

北海道支部 http://www.ikueitomonokai.jp/hokkaido/
東北支部 http://www.ikueitomonokai.jp/tohoku/
関東支部 http://itomo.sakura.ne.jp/
北信越支部 http://www.ikueitomonokai.jp/hokushinetsu/
東海支部 http://www.ikueitomonokai.jp/tokai/
近畿支部 http://www.ikueitomonokai.jp/kinki/
中国四国支部 http://www.ikueitomonokai.jp/chushikoku/
九州支部 http://www.ikueitomonokai.jp/kyushu/

　　　
育英友の会ホームページ http://www.ikueitomonokai.jp

ただいま支部ホームページのアドレスの統一に向け作業中のため、変更になる場合があります

育英友の会各支部ホームページアドレス

会　員　証

氏　名

2008年度育英友の会会員であることを証明します。

育英友の会理事長　田村規千代

育英友の会印

※育英友の会印のないものは無効です
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